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モ ン シ ロ チ ョ ウ 由来 ア ポ ト
ーシ ス 誘導蛋白質、

ピエ リ シ ン ー1 に よ る グア ニ ン 塩基の モ ノ ADP リ

ボ シ ル 化
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Mono （ADP −ribosyl ）ation　of　guanine　base　by　pierisin−

L　an 　apop 【osis −inducing　protein　from　cabbage

buttertly、
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モ ン シ ロ チ ョ ウ の 蚋 に は種 々 の が ん 細 胞 に ア ポ

ト
ー．一シ ス を誘導する 蛋白質、ピエ リ シ ンー1 が 存

在 し て い る 、，ピ エ リ シ ンー1 の N 末端は コ レ ラ 毒

素 な ど の モ ノ ADP リボ シ ル 転移酵素 と 相同性 が

あるが、そ の 標的分子は DNA で ある こ とが決定

され た 。 そ こ で モ ノ ADP リ ボ シ ル 化 され た DNA

付加体 の 構造解析を行 っ た 。

β一［Adcnylate・
i2P

］NAD 及 び oligoDNA 等 を用 い た

実験 に よ り、ピエ リ シ ン ー1 の 基質は グ ア ニ ン 塩

基 で あ る こ とが わ か っ た、、モ ノ ADP リ ボ シ ル 化

さ れ た グ ア ニ ン 塩 基 の 構造 は 、NMR 、　 Mass お よ

び 別途合成 に よ り、グ ア ニ ン の N2 位が モ ノ ADP

リ ボ シ ル 化 さ れ た 1V2−（ADP −ribos −1−yl）−2
’−

deoxyguanosinc で あ る こ とが わ か っ た 。 こ の 付加

体は ピエ リ シ ンー1 処理 し た HeLa 細胞 の DNA か

ら も検出 され た。
また ピエ リシ ンー1 は NAD 存在下 に RNA とも反

応 し N2−（ADP −ribos −1−yl）−guanosineを 廿・成 す る こ

とが 分 か っ た、，しか しなが ら、付加体収量 は DNA

の 場合に比 べ 約 1／10で あ っ た 。

DNA 、　 RNA の モ ノ ADP リボ シ ル 化 は新規 の 反

応 で あ る。現 在 、グ ア ニ ン の モ ノ ADP リ ボ シ ル

化が ア ポ ト
ー

シ ス 、変異 誘導能 に ど の よ う に 影

響を及 ぼ す の か に つ い て 調 べ て い る 。
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培養細胞を用い た突然変異誘発に対する酸素分圧 の

影響
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【目的】種々 の 短期検索法を用い た化学物質の 変異

原性の 検出は、通 常 20％ 酸素の 大気圧 の もとで行

われて い る。しか し これ らの 化学物質の 標的 となる

体内 の諸臓器は わずか 数％ の 低酸素分圧 の 環境 ドに

ある。 本研究で は、チ ャ イ ニ
ーズ ・ハ ム ス タ

ー
の V

79 細胞を用 い て、EMS による TG 抵抗性突然変

異の 誘発が、 2％ 〜 40％ の種々 の異なる酸素分圧

の もとで 、どの よ うな影響を受けるかをしらべ た。

匡材料 と方法】異なっ た酸素分圧 の もとでの 細胞生

存率に対する EMS の影響は、2％，7％，20％，40％

の 各酸素分圧の もとで 、種々 の濃度の EMS 処 理 し

た後の 細胞 の コ ロ ニ
ー

形成率か ら算定 した。 また突

然変異 の 誘発頻度は、細胞を種々 の濃度の EMS で

種 々 の酸素分圧の もとで処理 し、細胞を再播種 し、

6TG 抵抗性突然変異の 出現率を測定した。

【結果】EMS による細胞生存率に対する影響は、

通常大気 の 20％ 酸素分圧で の 処理 に比 べ て、40％

の 高酸素分圧でやや細胞生存率が低下し、2％
，
7％

の 低酸素分圧で は細胞生存率がそれぞれ対照の 65％ ，

40％ に低下 した。また、突然変異の誘発率は、20

％ の対照に 比 し 40％ の 高酸素分圧で はやや低下 し、

逆に 2°

／・
，
　7°

／。 の 低酸素分圧下 で は約 1，5 倍に上昇

した 。
こ れ らの 結果 か ら、生体の 標的臓器の細胞は 、

低酸素分圧下で化学物質による突然変異を 、 通常 の

大気 ドよ りもよ り多く誘発 される こ とが示唆された。
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